
（1）「広報おんが」

月　号　No．222

発∴行∴昭和54年4月10自　　発再所　遠賀町役場庶務課∴∴∴印　刷　冷牟日劇刷合資会社

塗、 �蔭、 �∴ 「 �澄 �∴　∴ �� � � � �� � � �′／i ��∴メ‾iiい（ � �高 く 

∴． ���∴∴∴子∴∴∴∴∴　　∴∴∴ ����∴∴∴∴ 　∴∴∵ �∴ 子 �∴ ；∴ 「 �∴ 誇シ） �∵実 ∴－ ∴∴： �∴ 、き1 ．∴ 綴 忠実i i �∴「 �i‾懸 ���‡ �） 

∴ � �i＼＼ ��面l帥醸jn �� ��������藤 �ノーくく＼高1 ㌧∴∴ 

∴ ������ �� �� � �� �藤懸懇懸＝ ∴∴∴∴十一 ��� �∴子 ’＼、高 言1 ∴「∴ 
∴∴ � � � �葎＼ 

∴ 選 � ��÷∴∴∴∴ ∴ ∴∴ �∴∴ ∴∴ �� � �� �� �∴∴∴∴∴一〇I∴ 　．－i∴ ��� 

∴貴書∴∴「 ���．高∴． �∴∴ ���∴　　　＋ ��‾、＼、＼‾懇藻、機器酌蕊 

∴∴ 〈＼べ、～ 「∴∵．詳章 二、‾＼、 ���十㌧ ＼＿＼←一粒＼＼ ー鰯闘＼ �∴∴∴∴幸 一∴ ��薮畿 �∴　鞭∴∴な． ��＼き～iS ∴∴ ＿＼、－適 �‘／槍 � ������＼‾、緩 

新しい校舎でスタート
（増築が完了した浅木小学校）

こ＿；二　二三」二二二　－　∴二　三一三三三一二‾＝‾‾　二二二　三三一二二二　‾二二二二三二一二二二二一ii〔三：－i三三二一三圭一三三」二三二二三二三三一三三一▲二三三三

人のうこきは齢鵠菅）

人　「1　　12．642人（＋19）

9」　　　　6，123人（・ト　8）

攻　　　　　6．519人（＋11）

慨輔敬　　　　3．522声（＋1）

（）内は前月比

卯　4月のこよみ8
　
日
　
　
県
州
都
、
原
紙
技
柴
田

1
0
　
日
　
　
細
入
の
臼

1
8
　
日
∴
∴
強
面
の
日

2
2
　
日
　
町
技
、
町
継
投
緊
日

㊨
　
田
　
夫
豊
麗
建
白

花
　
暦
　
　
ふ
じ
（
歓
迎
）

誕
生
石
　
ダ
イ
ヤ
（
浦
河
）

4
月
の
誹
舶
用
縛

蕃
暖
、
陽
春
、
秘
ロ
、
蕃
和

桜
誰
の
候
、
柁
ぐ
も
り

月
（
う
づ
き
）

卯
の
花
（
ク
ツ
ギ
）
が
咲
く
月

卯
花
月
を
峨
し
た
も
の
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会計予算明細表

歳　入　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

軟 �寧i・纂犠 �牒簑鰭 �比　駿 �′′ 
‘il　町　　　　　　　　説 �411．088 �341．315 �69，773 �125．6 

2∴地　方　紙　卓　説 �15，000 �15，000 �0 �0．9 

3　塊∴楽　利　用　税 �23，000 �22，000 �1，000 �1．4 

4　自　動，塙取得税 �17．000 �16，700 �300 �1．1 

5　地　方　佼　付　税 �460，000 �457，000 �3，000 �28．6 

6　交通安全交付金 �1．500 �1，500 �0 �0．1 

7　分　担　金負担金 �21，910 �71，446 �△　49，536 �1．4 

8　使用料、　手数料 �10，973 �4，033 �6．940 �0．7 

9　国　庫　支　出　金 �210，985 �490，616 �△　279，631 �13．1 

10　腺∴∴支　出　金 �46，800 �102，464 �△　55．664 �2．9 

11財∴∴軽　収　入 �21，071 �19，088 �1．983 �1．3 

12　窃　　　附　　　金 �1 �．10，451 �△　10，450 �－ 

13　繰　　　入　　　金 �76，942 �45，002 �31，940 �4．8 

14　繰　　　越　　　金 �27，998 �36．787 �△　　8，789 �1．7 

15　諸　　　収　　　入 �163．425 �162，558 �867 �10．2 

16　町i　　　　　債 �99．700 �・269．300 �△169，600 �6．2 

歳．入　合　計 �－1，607，393 �2，065．260 �△　457，867 �100．0 

いかそ　うやろ　うみんなの道路

調
和
5
4
年
3
月
韻
会
は
、
去
る
3
月

7
日
に
附
会
さ
れ
、
会
期
1
7
日
間
を
も

っ
て
昭
和
5
4
年
度
一
般
会
計
予
郭
な
ど

3
2
臓
紫
に
つ
い
て
飲
娘
に
薄
紙
の
鮨
乗

3
月
鮪
日
原
紫
通
り
可
決
し
関
金
と
な

h
ノ
ま
し
た
。

昭
和
5
4
年
庇
一
般
会
計
予
鉦
に
つ
い

て
は
、
今
年
は
地
方
統
一
選
挙
の
関
係

で
骨
格
予
舘
で
計
上
さ
れ
て
お
り
、
蔵

人
歳
出
と
も
に
十
六
態
七
百
三
十
九
万

三
千
円
（
前
年
対
比
7
8
％
）
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
7
月
以
降
恕
薬
理
分
約
四

鮮
五
千
万
円
の
追
加
を
見
込
み
ま
す
と

二
十
億
五
千
万
円
の
規
模
と
な
り
、
前

年
の
予
筑
規
模
と
同
語
庇
の
も
の
に
な

る
見
込
み
で
す
。

一
般
方
針
と
し
て
は
、
具
体
的
施
錦

は
地
方
選
挙
後
に
な
り
ま
す
が
、
既
定

方
針
と
し
て
は
、
ま
ず
前
年
か
ら
継
続

し
て
い
ま
す
健
康
づ
く
り
の
推
進
を
は

じ
め
、
開
発
計
画
の
見
喧
し
、
小
、
中

学
校
の
増
改
築
計
画
、
住
民
コ
ミ
ュ
ー
ー

テ
ィ
の
確
立
と
広
域
行
政
の
揺
充
、
こ

れ
は
従
来
の
一
部
郭
務
組
合
を
二
刀
的

ほ
離
合
し
た
枚
合
組
合
の
発
足
（
ゴ
ミ

し
尿
、
伝
染
病
臨
、
火
郷
、
消
防
、
老
人

福
祉
の
各
施
設
及
び
新
に
建
設
さ
れ
る

休
日
急
病
セ
ン
タ
ー
）
と
こ
れ
に
捧
う

各
現
帰
艦
渡
の
拡
充
に
よ
る
も
の
で
す

二

歳

　

入

二

前
年
予
魂
と
の
対
比
で
四
態
五
千
七

百
万
円
の
減
で
す
が
、
本
缶
は
付
焔
予

猟
に
よ
る
廼
殺
郭
楽
等
園
県
支
用
命
の

減
と
押
葉
費
の
鮒
少
に
よ
る
旧
領
の
減

及
び
、
負
担
金
の
な
か
で
、
給
食
魚
粗

金
を
分
け
特
別
会
訓
と
し
た
た
め
邸
で

す
。
一
方
、
滅
入
の
重
な
も
の
と
し
で

は
地
方
交
付
税
の
四
低
六
千
万
曲
（
全

体
比
2
8
・
6
％
）
に
つ
い
で
町
税
（
2
5

・
6
％
で
、
こ
れ
は
固
定
流
麗
柳
の
伸

び
に
よ
る
も
の
で
す
）
、
園
棚
支
出
金

（
1
3
・
1
％
）
、
鰭
収
入
（
1
0
・
2
％
）

の
噸
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一

一

歳

　

出

二

本
毎
度
の
予
錦
は
、
骨
格
予
卵
で
す

か
ら
7
月
以
降
の
軽
業
政
は
計
上
し
て

い
ま
せ
ん
の
で
、
人
件
費
、
物
件
費
、

榔
助
負
担
金
等
の
結
常
数
の
ほ
か
継
続

弾
薬
と
し
て
風
間
小
学
校
風
的
仏
語
餌

一
億
二
千
六
百
万
円
、
木
部
公
民
館
五

千
七
百
万
円
、
給
食
特
別
会
計
繰
出
金

四
千
万
円
、
そ
の
他
積
立
金
と
し
て
財

政
調
整
怨
念
四
千
六
百
万
円
、
休
講
施

設
部
伽
課
金
二
千
万
円
の
は
か
複
合
組

合
の
施
設
の
維
持
管
理
鼓
及
び
拡
充
整

御
難
一
億
二
千
三
百
万
円
が
加
卸
さ
れ

二
特
別
会
計
二

国
民
健
慮
保
険
事
業
特
別
会
計

三
健
七
百
四
十
四
万
九
千
日

義
楽
典
海
曹
菜
総
則
会
議

三
千
五
百
十
三
万
七
千
円



8）「広報おんが」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第222号

昭和54年度一般

（単位：千円）

欽 �本∴隼∴庇 予筑頼 �前年燐 予舘，顆 �比　　較 �′　′ 

1悲　　　全　　　段 �53，243 �48，957 �4．286 �3．3 

2　総　　　務　　　費 �316，602 �247．452 �69．150 �19．7 

3　民　　　生　　　費 �272，474 �274．817 �△　　2．343 �17．0 

4　衛　　　生　　　費 �118，886 �103，823 �15，063 �7．4 

5　労　　　働’　致 �76．702 �122．701 �△　45．999 �4．8 

6　庭　林　水　産∴費 �31．897 �66，693 �△　34．796 �？・0 

7　輔　　　工　　　費 �12．667 �‾12．082 �585 �0，8 

8　土　　　木　　　輿 �85，328 �463，441 �△　378，113 �5．3 

9　消　　　防　　　輿 �61．046 �59，219 �1．827 �3．8 

10．教　　　育　　　竣 �373．920 �486．902 �△112，982 �23．2 

11災i薯　復　旧　薮 �400 �980 �△　　　580 �－ 

12　公　　　債∴∴∴政 �194．218 �168，183 �26．035 �12．1 

13　緒　支　　出　　金 �10 �io �0 �－ 

14　予　　■　倣∴∴∴致 �10，000 �10，000 �0 �0．6 

態　出　合　一的 �1．607．393 �2，065，260 �△　457．867 �100．0 

予防する心で守る健康体

遠
賀
町
田
民
健
康
保
険
税
条
例
の
改

正地
方
税
法
の
改
正
ほ
よ
り
、
僅
厳
保

険
税
の
賦
課
限
度
網
が
偲
和
的
年
度
は

二
十
二
万
円
と
な
り
ま
す
が
、
遠
賀
町

は
十
九
万
円
（
今
ま
で
十
七
万
円
）
に

引
上
げ
る
こ
と
に
な
り
、
条
例
の
改
正

と
な
り
ま
し
た
。

遠
賀
町
常
勤
特
別
澱
の
給
与
及
び

識
会
説
員
の
報
酬
並
び
に
雛
鳥
弁

償
籍
の
条
例
改
正

相
投
四
十
四
万
円
、
助
役
三
十
六
万

五
千
円
、
収
入
役
及
び
教
育
妓
三
十
五

万
円
、
拙
技
十
六
万
二
千
円
、
副
総
長

十
三
万
八
千
円
、
滞
任
委
貝
長
十
三
万

三
千
円
、
磯
貝
十
三
万
円
に
改
正
。

遠
賀
鴎
非
精
勤
特
別
職
の
譲
酬
及
び

費
用
弁
償
の
条
例
改
正

非
常
勤
特
別
職
の
報
酬
（
年
額
）

区
　
分

教
育
委
員
典

故
背
嚢
貝

投
薬
委
員
会
々
皮

〃　　副会長

〃
∴
－
残
質

感
査
蛮
風

（
学
識
経
験
者
）

照
楽
蛮
風

（
議
会
選
出
）

選
挙
管
理
蛮
風
会

蛮
風
技
〃
∴
∴
．
霞
目

社
会
教
育
委
風

韻
謙
評
価
会
委
員
長

報
閥
の
紙
（
円
）

〓
ハ
八
、
0
0
0

一
五
〇
、
0
0
0

〓
ハ
八
、
0
0
〇

一
五
五
、
0
0
0

－
五
〇
、
0
0
〇

一
九
八
、
0
0
〇

一
－
〇
、
0
0
〇

四
〇
、
0
0
0

ク
　
　
副
委
員
長

〃
∴
∴
∴
∴
委
員

区
　
　
長

生
産
組
合
長

地
区
公
民
館
長

三
四
、
0
0
0

二
一
、
0
0
〇

一
三
ハ
、
〇
〇
〇

三
－
、
〇
〇
〇

三
〇
、
0
0
〇

八
〇
、
0
0
〇

三
九
、
0
0
〇

四
〇
、
0
0
0

浅

木

区

か

ら

「
東
和
苑
」
・
が
独
立
し
ま
し
た

住
宅
新
築
資
金
締
貸
付
事
裳
特
別
会
計

三
千
二
百
九
十
九
万
七
千
円

盛
国
事
葉
特
別
会
帥
予
算

七
億
一
千
八
百
九
十
七
万
六
千
円

給
食
靖
鵜
縮
刷
会
計

九
千
七
百
五
十
三
万
九
千
円

二
条
例
改
正
二

遠
賀
町
役
場
職
員
定
数
条
例
の
改
正

町
内
の
人
口
増
加
と
社
会
機
械
の
多

用
化
及
び
謡
務
蛭
の
増
加
に
よ
り
定
数

を
2
名
相
貝
し
9
4
名
と
し
た
も
の
で
す

寝
業
共
済
条
例
の
改
正

水
稲
の
共
済
金
額
が
、
今
ま
で
佃
当

り
こ
高
四
十
円
の
も
の
を
二
百
七
十
円

I
C
改
正
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

選
賀
町
手
数
料
条
例
の
改
正

役
拗
窓
口
の
諦
証
明
手
数
料
は
従
来

七
十
円
で
し
た
が
、
こ
れ
を
百
円
に
改

め
た
も
の
で
す
。

遠
賀
町
国
民
年
金
和
紙
亮
り
さ
ば
き

基
金
条
例
の
改
正

国
民
年
金
法
の
改
正
に
よ
り
、
保
険

料
が
引
上
げ
ら
れ
る
た
め
、
印
紙
取
扱

い
商
が
相
加
し
、
今
ま
で
韮
金
の
総
統

が
六
百
万
円
の
も
の
を
八
百
五
十
万
円

に
増
額
い
た
し
た
も
の
で
す
。

従
来
、
浅
木
区
に
包
合
さ
れ
て
い
ま

し
た
菓
和
苑
団
地
の
住
宅
化
が
進
ん
で

き
ま
し
た
の
で
、
渋
木
区
か
ら
分
離
独

出
し
新
に
行
政
区
を
設
惟
す
る
こ
と
に

つ
い
て
串
紺
が
出
さ
れ
て
お
り
ま
し
た

が
、
4
月
1
日
か
ら
「
東
和
雑
区
」
と

し
て
発
足
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
同
区
の
世
補
数
二
二
〇
、
人

口
約
八
三
〇
人
、
隣
組
教
1
7
で
す
。

第
1
回
遠
賀
町
歩
こ
う
会
の
実
施

▽
期
日
　
　
4
月
0
0
龍
（
月
）
　
　
　
　
　
手
根
は
除
く
）
が
、
技
雌
融
の
徒
歩

▽
媒
合
時
間
と
場
所
　
避
費
町
中
大
公
　
　
（
8
・
5
品
）
に
耐
え
ら
れ
る
人

民
餌
駒
　
午
前
9
時
集
合
　
　
　
　
　
▽
コ
ー
ス
（
半
口
）
　
中
火
公
民
餌
－

▽
珍
加
者
∴
特
に
軍
令
は
問
わ
な
い
（
　
鳥
海
－
若
松
－
鬼
薄
－
中
央
公
民
餌
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第 �第 �第1 �第 �投 
4 毅 で嘘 �3 穀′ 事か �2 ‾技 9時 �1 ．枚 †巾 �票 

区 �シテこ 区 �区 �区 �区 

虫 生 �浅 �遠 賀 �選　一 �投 i木 ：小 ��質 実 

沌 公 民 ��町 役 ��黙 

学 校 ��幼 、 �所 

餌 ��助 �薗 

虫 生 �東薯水 和荻上守 �新選別 町費府 �松緑鼠 の光薄 �地 

鷺 娘 �苑台、 、浅 �‘用 遠、千 �杢緯 
老木 �如広代 �道ど松 �区 

町 �良、 、」一 �副渡丸 �倍加“ 

四 �別 �抽 　旧今 �網 
町 �崎 �仰宙 、塞 �＿＿ヽ 郵思 ’崎 �名 

選挙に関するおたずねは選挙管理委員会へ

4
月
2
2
日
旦
義
選
挙
の
投
票
日

く
っ
き
り
、
は
っ
き
り
、
氏
名
だ
け

1
月
2
2
日
は
、
私
巡
遊
賀
町
民
に
と
っ
て
最
も
身
近
で
、
最
も
大
切
な
遜

貨
町
枝
、
．
逆
数
町
機
会
磯
貝
選
挙
の
技
楽
日
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
4
拝
聞
、

私
遠
の
遠
賀
肘
を
任
せ
る
人
を
選
ぶ
こ
の
選
挙
に
、
私
達
有
線
者
は
、
自
分

遠
の
、
子
偵
達
の
未
来
の
た
め
に
、
正
し
い
目
で
、
正
し
い
人
に
一
勲
を
救

贈
ら
な
い
、
求
め
な
い
、
受
け
取
ら
な
い

受
け
取
る
人
が
い
な
い
と
、
贈
る
人
は
い
ま
せ
ん
。
受
け
取
る
人
が
い
る

か
ら
こ
そ
脚
る
人
が
い
る
の
で
す
。
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
よ
く
見
る
「
難
収
し

て
、
さ
れ
て
述
那
」
と
い
う
穏
薬
は
そ
の
鮨
栗
で
す
。
候
補
許
や
政
治
家
な

ど
の
諒
付
は
、
選
挙
の
晦
は
も
と
よ
り
、
精
日
頃
か
ら
「
贈
－
患
い
、
求
め

な
い
、
受
け
取
ら
な
い
」
の
三
一
な
い
運
動
．
で
「
き
れ
い
な
遜
溢
」
を
心

か
け
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
の
投
票
所
は

投
票
で
き
る
時
間

年
間
7
時
か
ら
年
後
6
時
ま
で

投
票
所
入
場
券
を
忘
れ
ず
に

投
黙
所
入
場
券
は
ハ
が
キ
式
に
な
っ

て
お
り
、
郵
送
さ
れ
ま
す
。

1
枚
の
ハ
ガ
辛
に
同
風
の
有
翻
案
を

4
人
ま
で
記
入
し
て
あ
り
ま
す
。
有
権

者
4
人
以
上
の
冊
猫
に
は
、
ハ
ガ
キ
が

2
枚
腐
き
ま
す
。
授
菓
所
に
行
く
時
は

自
分
の
分
だ
け
必
ず
切
り
取
っ
て
持
参

し
て
下
さ
い
。
な
お
、
「
余
白
」
の
刷

や
、
×
印
と
と
も
に
職
印
が
押
し
て
あ

る
も
の
は
使
え
ま
せ
ん
。

ま
た
、
3
月
1
0
日
以
降
に
町
内
で
転

居
な
さ
っ
た
方
の
中
に
、
旧
住
所
地
で

扱
薬
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人
も
お
ら
れ
ま
す
か
ら
、
大
域
滋
で

扱
票
所
を
よ
く
確
か
め
て
下
さ
い
。

遼
謎
の
資
格
が
あ
る
の
に
、
選
挙
の

3
日
樹
ま
で
に
入
助
勢
が
厩
か
な
い
と

き
は
、
役
城
内
選
詳
鱈
瑚
委
員
会
に
お

問
い
合
せ
下
さ
い
。

入
物
務
を
な
く
さ
れ
た
か
た
は
、
投

黙
当
日
、
印
鑑
を
（
で
き
れ
ば
免
許
証

な
ど
身
分
を
糾
明
で
き
る
も
の
も
い
っ

し
ょ
に
）
持
参
し
、
奴
隷
所
の
臆
務
係

に
申
し
出
て
下
さ
い
。

次
の
よ
う
な
技
葉
は
無
効
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
注
′
思
し
て
下
さ
い

V
般
黒
川
紙
以
外
の
用
紙
、
た
と
え
ば

大
助
券
や
普
通
の
紙
、
名
刺
な
ど
に

候
訓
電
の
氏
名
を
趣
い
て
搬
黙
し
た

い
　
ろ
　
い
　
ろ
な

技
票
は
、
投
薬
日
に
、
有
櫛
者
が
毅

票
に
行
っ
て
、
自
分
で
候
補
者
の
氏
名

を
撞
い
て
投
薬
す
る
の
か
原
則
で
す
。

し
か
し
、
や
む
を
得
な
い
雑
則
の
郵

個
に
よ
っ
て
技
烈
日
に
自
分
で
投
票
で

き
な
い
方
な
ど
の
た
め
に
、
次
の
よ
う

な
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

代

理

投

票

ニ

身
体
の
敵
陣
な
ど
の
た
め
、
自
分
で

技
菓
用
紙
に
候
補
者
の
氏
名
を
薄
く
こ

と
が
で
き
な
い
人
の
た
め
に
、
「
代
理

投
票
」
が
慰
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

代
理
投
票
を
さ
れ
る
方
は
、
選
挙
の

当
日
、
投
票
所
の
係
員
に
お
申
し
出
下

さ
い
。
二
人
の
技
菓
補
助
者
が
決
め
ら

れ
、
一
人
が
候
補
者
の
氏
名
を
代
舘
し

他
の
一
人
が
そ
れ
に
立
ち
会
っ
て
代
理

投
米
が
行
わ
れ
ま
す
。
投
紫
を
補
助
し

た
者
は
、
そ
の
秘
潜
を
守
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
の
で
、
捜
索
の
秘
密
は
保

囲
さ
れ
ま
す
。
不

在

者

投

票

∇
二
人
以
ヒ
の
候
補
者
の
氏
名
を
再
い

た
も
の

∇
振
郁
藷
の
氏
名
の
ほ
か
に
余
常
在
こ

と
を
裁
い
た
も
の

∇
候
補
者
の
名
聞
を
日
韓
し
な
い
も
の

た
と
え
ば
ゴ
ム
印
を
使
用
し
た
も
の

投
票
制
度

枝
葉
日
に
伸
雄
な
ど
の
「
や
む
を
裾

な
い
郵
悩
」
で
搬
洪
所
に
行
け
な
い
万

の
た
め
に
、
不
碓
者
枝
葉
細
腰
が
あ
り

ま
す
。
「
や
む
を
得
な
い
鴫
掴
」
と
は
、
た

と
え
ば
次
の
よ
う
な
吻
合
で
す
。

▽
選
挙
人
（
布
榔
謁
）
が
、
臼
分
の
披

票
区
の
区
域
外
で
職
務
に
従
郊
中
で

あ
る
吻
合
。
（
出
弧
な
ど
）

∇
遜
畿
人
が
、
遠
賀
町
以
外
の
場
所
に

旅
行
中
ま
た
は
職
種
中
の
勘
合
。
（

新
婚
旅
行
な
ど
）

▽
選
挙
人
が
病
気
や
負
傷
、
妊
娠
な
ど

の
た
め
堆
く
こ
と
が
困
難
な
吻
合
。

（
入
院
中
、
入
院
予
定
の
人
な
ど
）

▽
交
通
が
鞘
し
く
不
便
な
拙
城
に
住
ん

で
い
た
り
、
輔
在
中
、
職
務
に
従
郎

中
の
筋
合
。
（
離
粗
な
ど
）

こ
れ
ら
の
人
は
、
牲
霜
の
口
か
ら
投

票
日
の
前
田
ま
で
の
間
に
、
不
在
者
投

票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

不
在
静
枝
薮
を
さ
れ
ろ
助
合
、
あ
ら

か
じ
め
逓
貸
町
選
挙
蹄
朗
蛮
損
金
へ
お

た
ず
ね
下
さ
い
。
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それぞれの持ち鴇で生かせ火の用心

教
育
委
員
会
か
ら

た
く
さ
ん
見
に

来
て
下
さ
い

ナ
イ
タ
ー
施
設
の

使
用
に
つ
い
て

遠
賀
町
文
化
悉
経
巡
綿
協
総
会
で
は

昨
年
に
続
い
て
今
年
も
老
人
敵
の
家
を

舷
附
し
ま
す
。
老
人
の
ガ
に
少
し
で
も

楽
し
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
、
一
生
態
命

練
習
を
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
の
で
、
た

く
さ
ん
の
方
の
触
兜
を
お
待
ち
し
て
い

ます。
▽
新
聞
白
極
　
5
4
年
1
月
～
5
5
年
3
月

ま
で
の
毎
月
第
1
円
肥
田
（
6
月
と

日
月
は
休
み
ま
す
。
）
、
1
2
時
0
0
分

－
1
4
時
ま
で
。

4
月
1
日
か
ら
ナ
イ
タ
ー
施
設
が
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
利
用
さ
れ
る
団
体
は

使
用
申
込
排
が
敬
遠
蛮
風
会
に
あ
り
ま

す
の
で
、
使
用
さ
れ
る
前
月
の
2
5
日
ま

で
に
教
育
蜜
月
会
社
会
教
育
課
ま
で
申

し
込
ん
で
下
さ
い
。

な
お
、
利
用
で
き
る
閉
体
は
、
地
域

の
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
同
好
会
、
遠
類
町

内
に
貌
楽
所
を
持
つ
メ
ン
バ
ー
で
約
成

さ
れ
た
チ
ー
ム
に
限
ら
れ
ま
す
。

結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
診
盃
を
実
施

国
民
健
康
保
険
係
か
ら

鮨
核
予
防
法
に
よ
る
鮨
核
レ
ン
ト
ゲ

ン
診
盃
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の

で
、
も
れ
は
く
受
診
さ
れ
ま
す
よ
う
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
対
築
請
　
町
内
住
民
（
学
坐
、
保
請

閉
場
、
六
才
米
湘
児
、
郵
梁
所
動

乾
物
は
除
き
ま
す
）

▽
鮮
珍
胤
　
鮨
核
受
診
券
（
本
滋
は
対

鎮
静
に
農
技
、
組
長
を
通
じ
て
割

付済）

▽
注
波
邸
瑚

「
検
診
日
程
」

○
股
は
、
ボ
タ
ン
、
ホ
ッ
ク
類
の
な

い
も
の
、
女
緋
は
ブ
ラ
ジ
ャ
ー
を

は
ず
し
て
お
く
。

○
う
ず
い
も
の
な
ら
鉛
だ
ま
ま
う
つ

れ
ま
す
。

○
謝
り
当
て
円
、
割
り
当
て
地
区
外

で
も
受
診
券
が
あ
れ
ば
受
け
ら
れ

ます。

※
検
診
純
米
は
一
カ
月
穣
脱
を
渡
し
ま

す
。
深
耕
謡
及
び
二
次
検
診
の
方
々

は
各
人
宛
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

切
　
り
　
替
　
え

運
動
場
は
み
ん
な
の

広
蝿
、
使
っ
た
後
は

美
し
く

先
月
2
9
日
か
ら
3
1
日
ま
で
、
国
民
健

康
保
険
紐
の
矧
鮫
の
更
新
を
し
ま
し
た

が
、
ま
だ
更
新
を
し
て
お
ら
れ
な
い
惜

稔
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ま
ま
に
し
て
お

く
と
同
氏
触
麒
保
険
謡
は
使
え
ま
せ
ん

の
で
、
早
急
に
国
民
健
餓
保
険
証
と
印

鑑
を
持
参
の
う
え
手
続
き
を
行
っ
て
下

住
　
民
　
係

国
保
説
限
度
額
が

改
正
さ
れ
ま
す

最
近
、
町
内
の
小
申
半
枚
で
は
迎
動

物
が
荒
れ
て
困
っ
て
い
ま
す
。
使
用
す

る
人
は
次
の
こ
と
を
守
っ
て
下
さ
い
。

○
使
用
す
る
と
き
は
、
必
ず
学
校
に
感

け
て
下
さ
い
。

○
使
用
後
は
、
溝
轟
し
、
食
べ
か
す
な

ど
の
ゴ
、
＼
“
空
ビ
ン
や
型
カ
ン
、
タ

バ
コ
の
吸
が
ラ
互
ど
は
硬
川
名
で
持

ち
貼
り
ま
し
ょ
う
。

○
運
動
場
内
に
は
、
雄
を
漁
り
入
れ
な

い
で
下
さ
い
。

戸
籍
届
薯
は

一
遇
で
も
受
付

国
民
秘
蹟
保
険
税
の
破
構
限
塵
紙
は

今
ま
で
1
7
万
円
で
し
た
が
、
5
4
年
4
月

よ
り
1
9
万
円
に
変
り
ま
し
た
。
な
お
、

税
率
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
と
変
わ
り

あ
り
ま
せ
ん
。

か
　
ら

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
融
挫
能
の
複

写
機
に
よ
り
屈
譜
の
軍
を
作
成
す
る
こ

と
が
で
き
る
た
め
で
す
。

出
生
、
死
亡
、
婚
期
、
離
婚
、
娘
婿

な
ど
の
戸
籍
届
を
木
絹
地
以
外
の
市
区

町
村
役
鋤
に
す
る
拗
合
は
、
こ
れ
ま
で

は
必
坂
に
応
じ
て
同
じ
庸
雄
を
二
道
、

三
通
と
放
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
述
龍
郷
の
各
町
、
中
間
苗

及
び
北
九
州
市
の
各
区
に
周
航
を
さ
れ

る
場
合
は
、
一
道
で
も
受
付
け
る
こ
と

教
科
は
5
1
年
4
月
以
来
、
七
十
四
（
緑

木
縦
）
で
す
が
本
町
手
数
料
条
例
の
政

正
に
よ
り
6
月
1
日
か
ら
百
円
に
取
持

さ
れ
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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男
　
子

○
小
学
生
1
年
－
2
年

葉
　
賢
治
（
鬼
津
）
　
　
8
分
n
秒

（大会新）

○
小
学
生
3
年
－
4
年

河
原
正
男
（
東
和
猫
）
　
8
分
0
0
秒

○
小
学
生
5
年
～
6
年

中
農
淳
一
（
遠
賀
団
地
）
1
分
2
7
秒

○
中
学
生

小
用
恵
一
（
逸
貰
用
）
　
2
0
分
1
5
秒

○
中
卒
～
1
9
歳

井
上
睦
美
（
遠
賀
高
校
）
1
7
分
似
秒

男
　
子
（
2
キ
ロ
）

碩
　
タ
イ
ム
　
　
氏

1
　
6
分
4
5
秒
　
松
尾

2
　
6
〃
4
7
〃
　
藤
田

3
　
6
〃
卵
秒
　
古
川

以
下
は
出
場
者
全
貝
の
記
録
で
す
。

○
小
学
生
5
年
～
6
年

山
下
純
子
（
今
古
賀
）

0
2
0
践
－
2
9
織

完
山
藤
子
（
出
生
津
）

○
0
0
総
～
3
9
賎

三
原
細
江
（
旧
停
）

0
4
0
載
～
4
9
城

田
坂
三
憩
子
（
新
町
）

3
月
1
1
日
の
田
圃
臼
、
た
く
さ
ん
の

参
加
諸
を
兆
め
て
走
ろ
う
大
会
が
開
騨

さ
れ
、
女
子
と
小
学
生
、
そ
れ
に
3
0
載

以
上
の
男
性
は
2
キ
ロ
、
中
学
生
か
ら

2
0
代
の
男
性
は
5
キ
ロ
の
走
廠
髄
に
、

そ
の
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

▽
各
部
門
の
優
勝
者

0
2
0
歳
－
2
9
歳

久
保
徳
広
（
灘
損
前
校
）

0
0
0
械
－
3
9
載

松
尾
正
三
（
浅
木
）

薬町
頭
二
村
池
田
舛
添
舛
添
広
田
薬種
瀬
太
田
井
口
舛
添

上
中
村
石
松
吉
野
大
域

賢
治
政
薄
胡
臆
純
也
孔
明治淳

敏
樹的

徳
静
穏
樹

周
一
賢
治
和
美修

克
珍

脇
田
　
　
証
す

毛
利
－
諮
衷

二
村
　
　
兜

速
轢
　
辰
信

石
橋
光
次
郎

車
型
一
波
一

亜
広
　
麓
秘

野
口
　
　
別

解
万
　
苦
平

舛
添
∴
和
久

河
原
　
正
男

武
谷
　
総
記

池
田
　
智
信

中
村
　
昭
一

松
尾
∴
級
鮨

第
1
回
遠
賀
町
民
走
ろ
う
大
会
の
成
績

落薬浜
村
丸
井
池
尻
安
轢
後
碓
石
田

“
〓
●
川

渡結
成
村
上
浜
田

一
臣
浩
司
博
一
哲
也
醇
紀

利
一
俊
偲忠

真
西
敢
闘
康
弘同

情
興

染
田
　
盟
明

浜
日
　
間
典
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きれいな選挙は、私たち1人1人の手で

子
（
5
キ
ロ
）

1
7
分
0
0
秒
　
久
保

Ⅳ
〃
似
〃
　
井
上

Ⅳ
〃
5
0
〃
　
桜
木

1
8
〃
0
0
〃
　
弓
戸

1
8
〃
1
0
〃
　
中
野

鳩
〃
2
1
〃
　
煎
迫

1
9
〃
3
5
〃
　
松
井

徳
広
熊
襲
暗
闇功

即
事
商
涯徹

1
9
〃
3
5
〃
　
松
田
　
鉄
男

2
0
〃
0
0
〃
　
仲
山
　
修
二

2
0
〃
鳩
〃
　
小
川
　
恵
一

柳
〃
5
0
〃
　
毛
利
　
俊
治

㌶
〃
0
0
ク
　
釣
用
語
富
男

2
3
0
3
2
〃
　
林
　
悠
美

2
3
ク
3
3
〃
I
商
杢
　
広
薬

子
（
2
キ
ロ
）

8
分
1
4
秒
　
二
村
　
清
子

8
〃
2
3
〃
　
山
下
　
純
子

8
〃
0
0
〃
　
田
坂
　
里
美

8
〃
鈎
〃
　
野
口
真
理
子

8
〃
4
6
〃
　
町
頭
ひ
と
み

8
〃
5
0
〃
　
完
山
　
泰
子

8
〃
誠
〃
　
上
原
　
虫
害

8
〃
5
3
〃
　
古
津
　
晶
子

9
〃
0
0
〃
　
山
本
由
紀
子

9
〃
n
〃
　
中
尾
千
番
子

9
〃
1
4
〃
　
田
坂
三
惣
子

9
〃
3
1
〃
∴
淵
上
美
穂
子

9
〃
4
1
〃
　
石
松
　
晴
美

9
〃
4
4
〃
　
輔
井
　
細
江

9
〃
5
5
0
　
村
井
　
夕
趨

1
0
〃
0
4
〃
　
下
川
　
陽
子

的
〃
0
0
〃
　
柴
田
佐
智
子

小
3
小
5
小
6
小
5
小
6
2
0
戯
小
4
小
4
小
5
小
5
4
0
城
小
5
小
5
小
3
小
3
小
3
小
3

巾
村
　
硝
奨

舛
添
∴
溌
代

太
田
　
マ
ネ

河
原
栴
代
奨

中
尾
あ
き
子

松
本
　
　
後

石
麟
　
英
傑

宮
崎
　
裕
子

徳
田
　
佳
子

井
口
　
愛
子

諒
　
佳
代

一
一
扇
　
胎
江

占
部
放
英
子

本
多
　
綾
乃

中
川
　
遺
子

山
本
な
お
み

落
一
∴
何
代

国
岡
わ
か
え

新
藤
　
久
美

舛
添
さ
と
み

吉
田
　
奨
秘

密
問
∴
艶
子

▽
相
談
日

4
月
3
日
（
火
）
　
5
月
1
日
（
火
）

6
月
5
日
（
火
）
　
7
月
3
日
（
火
）

8
月
2
日
（
木
）
　
9
月
4
日
へ
火
）

▽
場
所
　
中
周
布
市
民
談
話
笠

ま
た
、
次
の
と
お
り
緑
綬
の
相
談
所

も
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
、
併
せ
て
お

知
ら
せ
致
し
ま
す
。

▽
相
同
県
交
通
部
故
相
談
所
（
福
岡
県

庁
内
）
、
鳴
締
0
9
2
（
7
7
1
）

毎
日
9
時
－
鳩
時
ま
で
開
設

昭
和
5
4
年
度
身
体

障
害
者
巡
回
相
談

巡

　

回

　

交

　

通

事

　

故

　

相

　

談

昭
和
5
4
年
度
前
期
（
4
月
－
9
月
）

の
巡
回
交
通
密
教
相
談
を
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
の
で
、
利
用
さ
れ
る
よ
う

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

身
体
障
富
者
に
対
し
巡
回
し
て
医
学

的
判
定
等
を
行
い
、
又
更
生
に
必
要
な

相
談
に
応
じ
、
援
憩
の
万
全
を
期
す
る

た
め
、
巡
回
相
談
が
次
の
と
お
り
実
施

さ
れ
ま
す
の
で
利
用
さ
れ
ま
す
よ
う
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
巡
回
相
談
当

日
の
混
乱
を
防
ぐ
た
め
、
前
も
っ
て
巡

回
相
談
予
約
受
付
を
行
い
ま
す
の
で
、

代
理
の
人
で
も
鮨
栂
で
す
の
で
予
約
受

付
を
行
っ
て
下
さ
い
。

▽
対
象
者
　
身
体
陪
審
者
手
帳
所
持
者

及
び
戦
傷
病
者
で
、
次
の
5
の
う
ら

い
ず
れ
か
に
骸
当
す
る
相
談
の
必
荻

が
あ
る
者
及
び
身
体
に
機
能
的
な
陣

啓
を
宿
し
、
身
体
前
審
者
手
旗
の
交

付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
。
な
お
内

部
膵
審
者
に
づ
い
て
は
、
こ
れ
を
除

く
o

▽
巡
回
相
談
内
密

①
補
婆
臭
の
交
付
又
は
修
助
の
処
方
並

び
に
適
合
判
定

⑨
更
生
医
療
給
付
襲
否
の
判
定

⑧
身
体
陣
寓
者
更
生
按
離
施
設
そ
の
他

福
祉
施
設
へ
の
入
所
鮨
洩

⑪
身
体
同
智
者
手
帳
交
付
に
関
す
る
診

断
⑤
そ
の
他
更
生
相
談
に
関
す
る
こ
と

▽
巡
回
相
談
予
約
受
付
日
と
受
付
楊
所

昭
和
的
年
4
月
2
0
日
　
1
3
時
－
鳩
時

遠
賀
町
役
勅
保
船
室

▽
巡
回
相
談
日
時
と
渇
所

昭
和
執
筆
5
月
2
日
（
水
）

午
前
同
時
～
午
後
3
時
ま
で

遠
賀
町
中
央
公
民
館

▽
持
参
晶
・

身
体
臆
智
者
手
般
（
交
付
済
の
み
）

印
鑑
、
徳
諒
具

邸
撒
関
係
、
詐
硝
相
談
そ
の
他
樋
様
方

の
日
酷
で
の
色
々
な
出
来
ご
と
に
つ
い

て
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談
さ
れ

た
こ
と
に
つ
い
て
は
⑫
で
す
。
ど
の
よ

う
な
細
か
な
こ
と
で
も
破
初
が
大
部
で

す
。
早
期
に
舷
決
、
指
猶
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
お
願
い
し
、
相
談
風
一
同
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
塊
年
度
分
の

椙
淡
白
は
次
の
と
お
り
で
す
。

心
配
ご
と
相
談
所
を

利
属
し
ま
し
ょ
う

5
4
年
4
月
同
日
（
火
）

5
月
1
0
日
（
木
）

6
月
Ⅱ
日
（
月
）

7
月
1
0
日
（
火
）

1
　
8
月
1
0
日
（
金
）

9
月
1
0
日
（
月
）

1
0
月
1
1
日
（
木
）

日
月
1
2
日
（
月
）

1
2
月
1
0
日
（
月
）

5
5
年
1
月
1
0
日
（
木
）

2
月
離
日
（
火
）

3
月
1
0
日
（
月
）

2
3
日
（
月
）

幻
ロ
2
5
日

2
3
日

2
3
日
然
臼
2
3
日

2
6
日

2
4
自
製
日
2
5
日

2
4
日

遡
復
調
社
会
福
祉
協
繊
会
で
は
、
毎

月
1
0
日
と
2
3
日
（
当
日
が
日
脚
、
水
曜

祝
祭
日
の
勘
合
は
翌
日
。
土
曜
日
の
場

合
は
翌
々
日
）
に
相
談
員
に
よ
る
心
配

ご
と
相
談
所
を
旧
公
民
館
で
関
髄
し
て

い
ま
す
。
相
識
部
項
は

亀
計
問
題
、
家
族
関
係
、
職
業
生
薬

問
題
、
健
康
医
残
聞
唖
、
織
姫
離
婚
相

談
、
住
宅
や
財
産
関
係
、
楠
神
衛
生
、

心
暗
福
祉
、
児
亜
福
祉
、
教
育
背
少
年

問
題
、
母
子
・
老
人
福
祉
、
大
槻
相
談

昭
和
5
4
年
度
戦
傷
病

者
補
装
具
支
給
等
巡

回
相
談
に
つ
い
て

▽
巡
回
相
談
日
　
昭
和
5
4
担
5
月
2
日

▽
実
施
拐
所
　
遠
賀
町
中
火
公
民
館

∇
対
象
者
　
　
　
「
戦
傷
稿
者
手
際
」

の
交
付
を
受
け
て
い
る
省
で
、
公
務

上
の
傷
病
に
よ
り
次
の
醐
評
の
状
態

が
あ
る
も
の

③
補
装
具
の
袈
譜
を
必
荻
と
す
る
者

②
更
出
際
旗
を
必
荻
と
す
る
省

▽
鈍
行
品
　
戦
傷
病
者
手
頓
と
印
鑑
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正しい目で、正しい人を選びましょう

と　母なる
用といわれ
ろこの用で
、

昨
年
末
、
鮭
が
と
れ
た
こ
と
を
新
聞
が

伝
え
た
。
テ
レ
ビ
の
一
二
一
－
ス
で
も
鬼

だ
が
、
果
し
て
ほ
ん
と
だ
ろ
う
か
、
と

思
っ
て
い
た
。

鮭
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
方
の
人
々
は

璃
神
の
使
者
で
あ
る
蛙
を
決
し
て
食
べ

な
か
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
食
べ
る
と
押

罰
が
怒
る
し
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

昭
和
の
初
め
ご
ろ
ま
で
は
時
々
鉦
が

氏

神

様

で

の

楽

し

い

お

こ

も

り

－
　
上
別
府
子
供
会
　
－

番
の
空
に
そ
そ
り
立
つ
2
本
の
い
ち

ょ
ぅ
の
大
木
を
左
右
に
見
な
か
ら
石
段

を
登
り
、
大
く
す
の
下
を
通
り
抜
け
る

と
天
瀾
宮
の
社
。

州
の
太
宰
府
へ
部
流
に
な
る
途
中
、
当

時
入
海
で
あ
っ
た
ら
し
い
遠
賀
の
地
の

「
城
の
越
」
の
小
さ
な
岬
（
現
在
の
上

サ
ケ
が
海
か
ら

川
へ
戻
っ
て
産
卵

す
る
こ
と
は
、
北

の
方
で
は
当
然
の

こ
と
で
あ
り
、
日

本
海
側
で
は
山
口

県
の
粟
の
川
が
分

布
の
南
限
だ
と
学

問
的
に
は
考
え
ら

れ
て
い
た
こ
と
だ

が
、
遼
賀
川
I
C
は

古
く
か
ら
鮭
が
海

の
神
様
の
使
者
と

し
て
昇
る
と
い
う

昇
っ
て
い
た
そ
う
だ
が

炭
坑
の
た
め
川
の
汚
れ

が
は
げ
し
く
な
り
、
鎚

が
釆
な
i
ヽ
な
っ
た
の

で
、
神
社
の
祭
典
に
は

大
根
を
二
つ
に
削
っ
て

鎚
に
摸
し
た
も
の
を
持

っ
て
氏
子
た
ち
は
参
拝

し
た
と
の
こ
と
。

今
度
と
れ
た
蛇
の
話

を
聞
き
、
地
元
の
人
た

ち
が
早
速
そ
の
蛙
を
も

ら
い
受
け
て
、
娃
神
社

に
奉
納
し
た
と
の
こ
と

今
日
（
3
月
務
田
）

は
上
別
府
子
供
会
育

成
会
（
会
長
稀
孝
士

氏
）
の
世
話
で
、
「

け
ん
さ
こ
も
り
」
　
「

か
っ
こ
う
こ
も
り
」

の日。い
つ
も
は
誰
も
い

な
い
広
い
境
内
が
、

今
日
は
子
供
達
の
は

し
ゃ
ぐ
声
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。

副
将
公
民
館
の
前
あ

た
り
）
　
に
、
旅
の

つ
か
れ
を
い
や
す
た

め
舟
を
一
時
と
め
ら

れ
た
と
い
う
。
そ
の

時
、
腰
を
か
け
ら
れ

た
大
き
な
石
が
「
噸

か
け
石
」
と
名
づ
け

ら
れ
現
在
も
残
っ
て

お
り
、
毎
年
行
わ
れ

ろ
遜
歯
の
お
仮
崖
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま

苗
か
ら
3
月
、
7
月
、
9
月
の
2
4
日

2
5
日
と
年
3
回
の
祭
典
が
あ
り
、
遼
賀

郡
内
は
勿
論
の
こ
と
、
遠
く
八
幡
、
敵

手
、
宗
像
等
か
ら
も
診
拝
著
が
お
し
か

け
、
長
い
参
道
や
塊
肉
に
は
店
や
見
せ

物
が
出
て
、
子
供
達
に
は
指
お
り
数
え

て
待
つ
楽
し
み
で
し
た
。

今
も
凝
内
に
残
る
石
囲
い
や
灯
網
に

は
、
速
い
村
や
町
の
人
の
名
駒
が
刻
ま

れ
て
お
り
、
そ
の
当
時
を
思
い
ね
こ
さ

せ
ま
す
。
し
か
し
、
世
の
中
の
移
り
変
り
と
と

も
に
、
氏
神
様
や
郷
土
へ
の
考
え
方
も

変
り
、
ま
た
、
楽
し
み
の
機
会
も
広
が

っ
て
、
氏
神
様
の
祭
り
も
忘
れ
ら
れ
よ

言
い
伝
え
が
あ
る
。

先
日
ふ
と
し
た
機
を
待
て
、
上
流
の

遊
説
町
上
大
隠
に
あ
る
鮭
神
社
に
参
拝

し
て
、
詳
し
い
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

袖
の
使
い
と
い
わ
れ
ろ
蛙
が
遠
賀
川

を
遡
り
、
痘
麻
川
の
涼
に
近
い
こ
の
地

娃
神
社
の
あ
た
り
の
川
で
、
石
に
う
ろ

こ
を
こ
す
り
つ
け
て
神
様
に
お
応
え
し

た
そ
う
で
、
村
の
人
が
そ
の
鮭
を
獲
り

娃
神
社
の
境
内
に
あ
る
触
塚
に
奉
納
し

で
あ
る
。
い
ま
私
は
、
伊
左
塵
堰
の
前

に
立
っ
て
早
番
の
賜
を
浴
び
な
が
ら
、

朗
え
出
ろ
う
と
す
る
土
手
の
尊
を
眺
め

過
る
ん
で
く
る
用
の
水
を
眺
め
、
哲
、

こ
の
川
を
え
ん
え
ん
四
十
キ
ロ
あ
ま
り

を
昇
っ
て
待
っ
た
蛙
の
こ
と
を
思
う
の

だ
っ
た
。
そ
し
て
河
口
堰
の
た
め
、
今

後
は
脱
の
ふ
る
さ
と
も
永
逝
に
幻
の
鬼

と
な
る
だ
ろ
う
、
と
さ
さ
や
か
な
感
傷

に
浸
っ
た
。

（
片
山
花
柳
史
）

卒
業
や
進
級
、
入
学
の
曹
び
を
こ
め

て
の
餅
つ
き
大
会
な
ど
も
あ
り
、
紅
白

の
餅
を
神
前
に
さ
さ
げ
て
学
業
祈
頓
を

し
、
天
測
宮
の
学
業
成
就
御
守
と
鉛
鎚

を
も
ら
っ
た
後
、
お
弁
当
で
楽
し
い
お

こ
・
e
h
ソ
。

楽
し
み
な
が
ら
氏
神
様
と
郷
土
上
別

府
へ
の
蟹
薄
の
心
、
そ
れ
に
お
互
い
を

認
め
あ
い
、
躯
ま
り
を
大
切
に
す
る
心

を
育
て
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

商
家
天
湘
皆
は
、
約
千
年
の
昔
、
平

安
時
代
の
頃
、
学
理
督
原
道
真
が
態
原

氏
の
横
暴
の
蝕
牲
と
な
り
、
京
か
ら
九

た
、
そ
の
時
土

地
の
智
が
通
輿

に
お
茶
を
献
上

す
る
た
め
は
水

を
く
ん
だ
弁
舌

も
あ
り
、
「
茶

の
水
」
の
小
学

名
と
し
て
今

も
残
っ
て
い
ま

す
。
後
の
倣
鷲

府
道
共
公
を
愁

い
、
そ
の
鎧
を

う
と
し
て
い
ま
す
が
、

都
市
化
が
進
む
ほ
つ
れ

一
語
忘
れ
ら
れ
よ
う
と

し
て
一
番
大
切
な
も
の

は
、
同
じ
地
域
社
会
で

生
活
す
る
人
の
逮
捕
住

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と

い
う
こ
と
で
、
新
し
い

時
代
銀
に
立
脚
し
て
、

氏
神
様
と
い
う
存
在
を

諾
え
よ
う
と
す
る
、
上

別
府
子
供
会
の
誠
の
ー

慰
め
る
た
め
社
を
建
立
し
て
罷
っ
た
8
　
日
で
し
た
。

の
が
親
柱
の
描
家
天
瀞
皆
で
す
。
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段
に
合
格

2
月
鳩
目
（
白
）
に
八

集
村

雌
犬
単
体
背
筋
で
、
昭
和

5
3
年
庇
北
九
州
地
区
昇
段

雑
益
会
が
あ
り
ま
し
た
。

初
段
か
ら
三
段
ま
で
の

分
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま

す。

☆
募
　
集
　
中

※
阜
粛
数
塾
生
赫
集

当
連
破
町
剣
過
教
室
か
ら
も
、
そ
の

審
査
会
に
参
加
を
致
し
ま
し
た
。

そ
の
鮨
果
見
餌
場
成
徴
で
二
人
が
合

格
を
い
た
し
ま
し
た
。

二
浦
田
武
斑
君
と
村
田
久
子
き
ん
で
す

二
人
と
も
現
在
遠
賀
中
学
校
の
二
年

生
に
在
学
し
て
い
ま
す
。

小
学
校
の
三
年
生
頃
か
ら
級
宙
を
始

め
て
現
在
ま
で
・
非
常
に
真
面
目
。
に
ど

ん
な
苦
し
い
時
で
も
熱
心
に
練
習
に
励

み
続
け
た
そ
の
鮨
架
が
今
度
の
こ
の
昇

段
に
結
び
つ
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ろ
わ

け
で
す
。
初
段
に
な
っ
た
こ
と
も
勿
輸
嬉
し
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
毎
日
の
努
力

を
一
つ
一
つ
積
み
鉦
ね
る
こ
と
が
、
ど

ん
な
に
大
切
な
こ
と
で
あ
る
か
と
い
・
T

こ
と
を
、
自
分
の
身
を
持
っ
て
体
験
す

る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
の
方
I
C
大
き
な

忠
議
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
後
は
二
段
、
三
段
と
い
う
よ
う
に

進
ん
で
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

も
っ
と
も
っ
と
つ
ら
く
苦
し
い
道
だ

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
そ
れ
を
乗

り
越
え
て
行
っ
て
戴
き
た
、
い
さ
、
心
か

ら
念
願
す
る
も
の
で
す
。
l

▽
撤
西
日

▽
対
　
象

▽
会
　
現

▽
入
会
金

∇
全
　
数

∇
申
込
先

毎
週
土
間
日
、
1
4
時
か
ら

小
、
中
学
生
・

広
渡
小
学
校
体
背
捌

三
百
円

一
カ
月
五
百
円

宙
接
金
槌
に
来
る
か
、
敏

苗
委
員
会
社
会
敬
譲
（
⑨
1
3
6

5
）
ま
で
連
絡
し
て
下
さ
い
。

▽
練
習
開
始
は
4
月
1
4
日
か
ら
。

※
き
標
ク
ラ
ブ
会
員
誌
築

∇
練
習
目
　
し
毎
週
水
四
、
日
同
日

▽
時
・
同
　
1
9
時
約
分
－
2
1
時
0
0
分

▽
会
　
戦
∴
庄
渡
小
学
校
体
商
館

▽
入
会
金
　
三
百
円

▽
全
　
数
－
カ
月
五
百
円

▽
申
込
先
　
甫
嶺
会
場
に
来
ら
れ
る
か

遠
賀
川
赦
尾
修
身
（
③
0
1
1
6
）

ま
で
連
絡
下
さ
い
。

※
遠
賀
中
間
地
区
老
人
大
学
講
座
及
び

老
人
大
学
院
講
座
学
生
の
募
集

昭
和
塊
年
度
の
老
人
大
学
及
び
大
学

院
紙
座
が
次
に
よ
り
開
般
さ
れ
ま
す

の
で
、
志
望
者
は
4
月
2
8
日
（
土
）

ま
で
に
教
育
委
員
会
へ
申
し
込
ん
で

下
さ
い
。
由
込
合
を
用
懇
し
て
い
ま

す。
▼
老
人
大
学
請
座

▽
会
約
－
窟
鹿
町
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー

∇
開
設
期
間
　
5
月
中
旬
I
n
月
上
旬

－
の
、
毎
週
月
硝
日
i
－
‥
－
1

∇
学
習
内
容
－
鍛
敵
襲
コ
ー
ス
（
午

的
中
）
、
国
法
、
替
遭
、
俳
句
の
選

択
っ
ー
ス
（
午
後
）

▼
老
人
大
学
陳
謝
座

∇
会
甥
i
中
間
市
中
央
公
民
館

▽
開
腹
期
間
　
5
月
中
旬
－
日
月
上
旬

の
、
録
超
水
曜
日

∇
学
宙
内
容
一
般
教
護
コ
ー
ス
（
午

前
中
）
、
盆
栽
、
造
園
、
花
井
、
密

通
、
俳
句
の
選
択
っ
ー
ス
（
午
後
）

※
空
手
技
塾
生
徒
募
集

▽
対
象
　
～
小
学
生
以
上

▽
級
雷
日
　
録
過
火
、
金
肥
日

▽
時
間
　
　
1
9
時
～
2
0
時
0
0
分

▽
指
導
若
　
狭
秀
会
総
本
部
道
場
の
小

田
四
段
、
中
井
四
段
、
半
田
二
段

▽
喬
望
者
は
∵
同
族
会
場
に
来
ら
れ
る

か
中
井
（
⑨
1
5
1
0
）
半
田
（
③

1
2
3
4
）
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い

▽
な
お
先
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
昇
段
審

査
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
同

〇
四
段
－
中
井
、
小
田

※
「
遠
賀
ク
ラ
ブ
」
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

具
輝
線

▽
男
子
　
的
内
在
住
の
中
学
卒
業
以
上

の方。

▽
女
子
　
町
内
在
住
の
中
学
在
寮
以
上

～
約
歳
ま
で
の
方
。

▽
熊
習
日
時
と
会
劫

男
子
　
水
曜
∴
遠
賀
申
体
育
館

金
田
　
広
波
小
体
育
館

女
子
　
月
昭
i
肱
渡
小
体
育
館

1
　
　
水
郷
　
遠
賀
中
体
育
館

い
ず
れ
も
午
後
1
時
如
分
子
9

時
0
0
分
ま
で
。
“
i
、
…
i

▽
会
費
　
高
校
生
　
　
　
　
　
三
百
円

大
学
生
、
社
会
人
　
五
百
円

▽
入
銃
さ
れ
ろ
方
は
、
練
習
日
に
来
て

い
た
だ
き
、
そ
の
旨
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
の
案
知
徳
に
お
伝
え
下
さ
い
。

地
謡
勤
務
先
⑧
1
3
5
5

自
宅
⑨
1
5
2
5

※
福
岡
燥
少
年
リ
ー
ダ
ー
洋
上
セ
ミ
ナ

ー
参
加
者
真
義

∇
主
催
∴
福
岡
県
宵
少
年
団
体
連
絡
協

議
会

▽
糊
口
　
同
和
5
4
年
5
月
2
9
日
（
火
）

～
6
月
1
日
（
金
）

▽
資
格
　
昭
和
5
4
年
4
月
1
日
現
在
潮
（

2
0
歳
以
上
4
0
線
東
湖
の
男
女

た
だ
し
学
生
は
除
く

▽
製
無
頼
爾
∵
鳳
和
塊
年
3
月
2
0
日
（

火
）
－
4
月
2
0
日
（
金
）
ま

で
に
主
他
者
苑
印
し
込
む
こ

ノー。
（
郵
送
は
4
月
鳩
目
消
印
ま

で
有
効
）

▽
研
修
内
容
　
夢
例
発
表
、
翻
話
、
自

由
交
歓
パ
ー
テ
ィ
、
地
区
別

研
修
、
愛
知
県
昔
年
と
の
交

歓

申
し
込
み
富
は
教
育
套
貝
会
社
会
教

育
課
に
置
い
て
お
り
ま
す
。

※
粛
5
回
・
繍
6
回
棺
田
無
少
年
の
船

団
員
募
集

▽
主
悩
∴
福
岡
原
詩
少
年
団
体
遮
絃
協

都
会

▽
期
日
〇
第
5
回

昭
和
5
4
年
7
月
2
6
日
（
木
）

ー
7
月
0
0
β
（
月
）

0
飢
6
回

同
和
連
年
8
月
4
日
（
土
）

～
8
月
8
日
（
水
）

▽
資
格
　
小
学
校
5
年
以
上
中
学
生
ま

で
の
男
女

－
▽
恕
塊
期
間
　
5
4
年
－
月
9
日
（
月
）

－
4
月
細
目
（
土
）
ま
で
に

主
倒
番
宛
申
し
込
む
こ
と
。

∇
研
修
内
容
　
沖
縄
少
年
と
の
交
歓
会

見
学
、
鉛
上
で
の
研
修
他

な
お
、
由
込
合
は
教
育
費
風
合
社
会

／
．
教
育
課
に
値
い
て
お
h
′
ま
す
。

－
無
縁
墳
墓
の
改
発

関
係
者
が
あ
れ
ば
届
出
て
下
さ
い
。

◎
所
在
地
∴
徳
鼠
市
北
島
田
町
2
丁
目

約番4・・

。
名
　
称
∴
な
し

。
届
出
期
限
　
昭
和
5
4
年
4
月
1
2
日

o
屈
出
光
－
織
成
市
不
動
本
町
2
丁
目

1
7
8
の
3
　
衝
心
揮
都

市
建
設
部
　
鳩
維
0
8
8

＿
o
　
●
3
0
人
ー
●
　
9
2
9
9

◎
所
在
地
∴
銃
悲
那
那
珂
川
町
大
字
五

ケ
山
芋
大
原
1
4
0
8
、

同
学
大
字
1
4
－
1
・
同

学
出
口
1
6
1
4

・
名
∴
称
∴
嫌
小
河
内
整
地

。
屈
出
郷
限
　
昭
和
5
4
年
5
月
I
R

o
屈
出
先
　
筑
殊
郡
那
珂
川
町
大
字
五

ケ
山
1
5
2
9
　
屯
謡
0

9
0
0
0
〕
－
o
●
一
ズ
ー
・
5
7
●
⊥

0
　
築
地
．
伝
－
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国民年金は、毎月月末が納期です。

7
月
の
税
金

軽
自
　
動
　
車
　
税
　
定
　
期

納
期
限
　
　
4
月
2
5
日
ま
で

笑
顔
で
納
税
、
明
る
い
町
政

※
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
せ
き
・
破
傷
風

（
三
離
混
合
）

▽
期
　
日

▽
時
　
間

▽
場
　
所

4
月
鳩
目
（
水
）

5
月
n
日
（
金
）

6
月
6
日
（
水
）

6
月
2
9
日
（
金
）

受
付
　
1
3
時
1
0
分
－
舶
時

接
斑
　
1
3
時
0
0
分
－
鳩
時

中
央
公
民
館
（
役
拇
械
）

の
関
係
上
、
生
後
鈎
カ
月

ま
で
に
終
了
し
て
下
さ
い

接
極
目
の
前
日
か
ら
一
週

間
前
に
、
役
場
に
印
鑑
持

参
の
う
え
麓
の
申
し
込

み
を
し
て
、
問
診
薬
を
受

領
し
て
下
さ
い
。

※
乳
児
拍
旗

▽
対
恕
者

〇
第
1
期

。
第
2
靭

∇
接
租
方
法

。
第
1
期

。
第
2
捌

生
後
2
4
－
4
8
カ
月
児

第
1
期
終
了
後
1
2
－
能

力
月
経
過
の
幼
児

4
回
の
内
い
ず
れ
か
3

回
接
穂

4
回
の
肉
い
ず
れ
か
1

回
接
種

問
診
票
・
母
子
手
帳

ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
（

二
証
混
合
）
ワ
ク
チ
ン
で

実
施
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
第
1
期
は
第
2
期
と

▽
捌
　
日
　
4
月
鳩
目
（
月
）

5
月
2
1
日
（
月
）

▽
時
　
間
　
1
0
時
I
n
時
5
0
分

▽
対
象
者
　
1
韻
未
満
児

▽
域
　
所
　
役
勧
保
健
室

∇
持
珍
品
　
母
子
手
肢

∇
内
　
容
　
体
重
・
身
長
等
測
定
・
食

掛
等
の
相
談

※
3
綾
児
一
斉
健
筆
模
鯵

▽
期
　
日
　
4
月
如
（
金
）

▽
時
　
間
　
受
付
　
1
3
時
的
分
～
1
4
時

検
診
－
職
時
約
分
－
鳩
時

∇
場
　
所
　
中
央
公
民
館
（
役
揚
機
）

▽
対
象
者
　
潤
3
歳
～
4
歳
未
満
児

▽
詩
珍
品
　
母
子
手
帳

▽
そ
の
他
　
幼
児
の
こ
と
に
わ
い
て
、

よ
く
わ
か
る
保
護
者
が
同

伴
し
て
下
さ
い
。

※
母
子
手
放
交
付
日

▽
期
　
日
　
毎
月
第
2
・
第
4
金
孤
日

▽
時
　
間
　
的
時

▽
場
　
所
　
役
場
保
健
室
　
．

∇
持
参
晶
　
印
鑑

▽
そ
の
他
　
母
子
手
蝦
の
使
用
法
・
妊

娠
中
の
生
活
指
潟
を
し
ま

す
の
で
必
ず
本
人
が
受
け

取
り
に
来
て
下
さ
い
。

妊
娠
屈
は
早
目
に
保
健
所

に
出
し
て
下
さ
い
（
毎
週

水
腫
日
1
3
時
か
ら
受
付
）

※
犬
の
予
防
注
射
追
加
分
（
狂
犬
病
）

総
騨

∇
日
時
と
場
所。
4
月
2
8
日
（
土
）

。
同
時
I
∴
日
時
0
0
分

。
役
場
神
曲
前

▽
料
　
金
　
三
千
円
（
登
録
料
含
む
）

※
調
指
定
ゴ
ミ
製
（
無
色
透
明
）
以
外

の
使
用
禁
止
に
つ
い
て

ゴ
ミ
の
無
届
け
搬
出
（
タ
ダ
出
し
）

収
剣
時
の
袋
の
や
ぶ
れ
、
唾
ぬ
け
を

防
止
す
る
た
め
以
前
よ
り
町
指
定
ゴ

、
1
袋
の
使
用
を
お
願
い
し
て
い
ま
す

が
、
い
ま
だ
実
施
さ
れ
て
な
い
家
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
今
後
町
指
定

ゴ
ミ
鎧
以
外
の
搬
出
を
怒
止
致
し
ま

す
。
町
指
定
の
ゴ
ミ
袋
は
、
各
区
の

ゴ
ミ
袋
取
り
扱
い
者
か
ら
一
枚
9
円

（
2
0
枚
入
り
）
　
で
舶
大
し
て
下
さ

い
。
各
区
に
ゴ
ミ
袋
取
り
扱
い
者
が

な
い
場
合
は
、
役
掛
で
百
枚
単
位
に

て
販
売
致
し
ま
す
。

o
各
区
ゴ
…
袋
取
り
扱
い
者

ぬ
∴
溝
　
個
　
人
　
矢
野
葉
子

若
　
松
　
嗣
入
会
　
各
支
部
長

兄
　
溝
　
婦
人
会
　
各
支
部
長

尾
　
的
　
区
　
長
　
松
井
　
政
則

別
　
i
臆
　
母
子
会
　
鹿
田
ト
竜
王

〃
　
　
　
¢
　
　
花
田
キ
ミ
子

今
古
賀
　
母
子
会
∴
毅
　
タ
カ
ノ

松
の
本
　
個
　
人
　
柴
田
　
タ
キ

避
賀
川
　
区
長
又
は
紐
皮

新
　
町
　
匪
畏
又
は
組
長

調
　
停
　
区
　
投
　
殺
沢
　
忠
吉

過
　
敏
　
仙
　
人
　
山
下
　
幸
男

避
貸
団
地
　
個
人
　
中
嶋
　
治
夫

中
牟
田
園
如
　
何
大
　
矢
野
∴
髄

木
　
部
∴
婦
人
会
　
各
支
部
長

波
　
水
　
母
手
金
　
富
野
前
屈

媒
和
殉
　
区
長
又
は
組
長

虫
生
郎
－
個
　
人
　
荘
　
　
シ
エ

煎
　
同
　
区
　
良
　
木
野
　
国
鉄

画
　
調
　
区
　
長
　
石
田
　
琵

上
別
府
　
個
　
人
　
安
藤
商
店

老
　
良
　
婦
人
会
　
各
支
部
長

若
鶏
台
　
区
　
長
－
西
岡
　
納
期

※
野
犬
の
毒
殺
を
し
ま
す

野
犬
の
被
譜
防
止
の
た
め
4
・
5
月

を
悲
穀
の
諒
点
期
間
と
し
て
、
沌
穀

を
実
施
致
し
ま
す
。
謡
え
さ
殺
岱
幼

所
に
は
赤
敬
を
立
て
ま
す
。
飼
い
犬

は
必
ず
つ
な
い
で
下
さ
い
。

※
福
岡
県
動
物
保
雄
嘗
理
条
例
が
で
き

o
ラ
イ
オ
ン
・
ワ
ニ
・
大
型
ヘ
ビ
等
危

険
な
動
物
を
飼
う
勘
合
は
許
可
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

。
動
物
を
飼
う
勘
合
は
適
正
な
飼
育
・

挨
病
予
防
・
危
険
防
止
等
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。


